
○ ランク分けに関わらず、日本ではどの場所においても、地震によ
　  る強い揺れに見舞われるおそれがあります。

M７．２ 程度
安芸灘断層帯

福智山断層帯
M７．２ 程度

弥栄断層
M７．７程度

M7.0 程度もしくはそれ以上
宍道(鹿島)断層

塩沢断層帯
M６．８程度以上

三浦半島断層群
主部： 武山断層帯

程度もしくはそれ以上
主部： 衣笠・北武断層帯
M６.７程度もしくはそれ以上　

M６.６

黒松内低地断層帯
M７．３程度以上

砺波平野断層帯・呉羽山断層帯
砺波平野断層帯東部
M７．０程度
呉羽山断層帯
M７．２程度

十日町断層帯
西部
M７．４程度

糸魚川―静岡構造線断層帯

中南部
M７．４程度

中北部
M７．６程度

北部
M７．７程度

雲仙断層群
南西部：北部
M７．３程度

木曽山脈西縁断層帯
主部：南部
M６．３程度

奈良盆地東縁断層帯
M７．４程度　

上町断層帯
M７．５程度

富士川河口断層帯
M８．０程度

境峠・神谷断層帯
主部
M７．６程度

山形盆地断層帯
北部
M７．３程度

日奈久断層帯
八代海区間
M７．３程度 
日奈久区間
M７．５程度 

森本・富樫断層帯
M７．２程度　

高田平野断層帯
高田平野東縁断層帯
M７．２程度

菊川断層帯 中部
M７．６程度

帯高山・大原断層
国府断層帯
M７．２程度

警固断層帯
南東部
M７.2 程度

琵琶湖西岸断層帯
M７．１程度

北部

中央構造線断層帯
石鎚山脈北縁西部
M７．５程度

M６．８
櫛形山脈断層帯

程度
サロベツ断層

程度 ４

新庄盆地断層帯
東部
M７．１程度

サロベツ断層帯
M７．６程度

庄内平野東縁
断層帯
M６．９程度

南部

・ひとつの断層帯のうち、活動区間によってランクが異なる場合がある。
　Ｓランク、Ａランク、Ｚランク、Ｘランクのいずれも、すぐに地震が起こることが否定できない。
　また、確率値が低いように見えても、決して地震が発生しないことを意味するものではない。

地震規模（マグニチュード）

活動区間

断層帯の名称中央構造線断層帯

程度M７．５

M７.６
主部
周防灘断層帯

程度　

石鎚山脈北縁西部

２０２６年１月１４日公表

凡例： Ｓランク( 高い )：30年以内の地震発生確率が３％以上

ランクの算定基準日は２０２６年１月１日

Ａランク( やや高い )：30年以内の地震発生確率が0.1～３％未満
Ｚランク：30年以内の地震発生確率が0.1％未満
（Ｚランクでも、活断層が存在すること自体、当該地域で大きな地震が
発生する可能性を示す。）

Ｘランク：地震発生確率が不明（過去の地震のデータが少ないため、確率の評価が困難）

阿寺断層帯 主部：北部
M６．９程度

帯

Sランクの活動区間を含む断層帯に吹き出しを付けた。

沖縄

・新たな知見が得られた場合には、地震発生確率の値は変わることがある。

長岡平野西縁断層帯
M８．０程度


